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各種メディアにお取り上げいただきました！

展示会とMICE 大阪・関西万博

※ご取材に関するご相談は下記までご連絡ください。
西尾レントオール株式会社 広報宣伝室

TEL：06-6253-0824（携帯電話：070-2321-6144） MAIL：kosen@nishio-rent.co.jp

インドネシアパビリオンに込められた想いを形へ！現場を支えたプロジェクトチームの挑戦

建設通信新聞、北海道新聞
BUILT

日本企業初！建設機械アタッチメントのオープン規格「Open-S Alliance」に加盟しました

2025年9月2日～9月4日掲載

※分析活用のため「クルクルManager」を経由してリンク先情報が表示されます

木造建築海外パビリオン

2025年8月1日掲載

西尾レントオールは、中国地方整備局発注の国道2号三原維持工事において、
GX認定機「電動ミニバックホウ（VOLVO製ECR25）」をレンタル提供しました。 
GX認定機が中国地方に導入されるのは初めてのことで、施工を請け負う山陽建設
が創意工夫の一環として実施し、中建日報にもお取り上げいただきました。
現場の実証では、排ガスゼロで騒音が飛躍的に少なく、作業員からも操作性に
問題がないことが確認されました。視察した関係者からは「夜間・住宅近接工事
などに有用」との評価を得ており、施工業者も騒音対策として今後も導入したい
と前向きに捉えていただける結果となりました。
豊富な電動建機ラインナップを保有する当社として、今後も様々な現場に柔軟に
対応し、建設業界のGX化を後押ししてまいります。

中建日報 電動建機

中国地方初導入となるGX認定機をレンタル提供！脱炭素化社会の促進と騒音対策に貢献

GX カーボンニュートラル脱炭素化

本文

2025年6月3日掲載

西尾レントオールは、バックホウ（油圧ショベル）用自動カプラーの
オープンな業界標準を策定する「Open-S Alliance」に日本の企業として
初めて加盟したとして、建設通信新聞はじめ各種メディアにお取り上げ
いただきました。Open-S規格により、異なるメーカーのクイックカプラー、
チルトローテータ、各種アタッチメントのグローバルな互換性が確保され、
ユーザーがメーカーを問わず自由に製品を組み合わせることが可能になり
ます。当社は、就労人口の減少や熟練技術者不足が深刻化する建設業界に
おいて、政府が推進するi-Construction2.0や建設DXの一環として注目される
チルトローテータの能力を最大限に引き出すため、アタッチメントの標準化が重要と
考え加盟を決定いたしました。今後もレンタル企業として、この規格の普及
促進により、お客様の利便性向上と建設業界全体の効率化に積極的に貢献
してまいります。

Webメディア多数
安全対策

2025年6月17日掲載

省人化 AI

「AIスケートボーダー検知システム」
DMPと協業しレンタルを開始
本文

 https://www.eventbiz.net/?p=156726

日刊建設工業新聞 建設DX展にGX建機出展 西尾レントオール 2025年8月26日

※「JAPAN BUILD OSAKA」内の「建設DX展 GX建機パビリオン」への出展企業として記載

https://youtu.be/uYN0bMAvtz0

 西尾レントオール公式HPお知らせ
https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=527

山形新聞 遠隔施工 安全で効率的 新庄河川事務所 重機操作の見学会 2025年7月23日

※当社の「着脱式油圧制御ラジコンシステム(HRC system)」をはじめ、遠隔操作を実現する商品をレンタル提供

日刊建設工業新聞 奥村組ＸＲで地盤改良の影響を可視化 2025年8月6日

※AI安全帯不使用者検知システム「KAKERU(カケル)」の共同開発企業として掲載

日刊木材新聞 仮設建築の転用へデータ取得―万博機会に海外からも注目― 2025年8月7日

※当社が携わったパビリオンやの木造モジュール建築の今後の転用について掲載

日刊建設工業新聞 建設DX展にGX建機出展

DX 作業効率化 チルトローテータ

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=536

建設通信新聞、BUILT、北海道新聞

「Open-S Alliance」加盟
※リリースに使った画像・ロゴ使用OK？

中建日報

GX認定機を中国地方初導入

日刊建設工業新聞

社長インタビュー「先を読む」

▲VOLVO製電動ミニバックホウECR25

日刊建設工業新聞

大阪・関西万博の経験を活かした事業展開と社会課題解決への取り組み

大阪・関西万博 建設業界

日刊建設工業新聞「先を読む」にて、ニシオホールディングス代表取締役社長 西尾のインタビュー記事を
掲載いただきました。大阪・関西万博を通じて培った木造建築技術や仮設施設の転用技術を将来
に活かす想いを語り、アジアやヨーロッパの国々との連携も視野に入れた事業拡大への考えについても
お取り上げいただきました。また、建設業界の人手不足という課題に対し、若者に業界の魅力を
伝える体験型イベントの企画や、自治体との防災協定を「量から質」へ転換し実効性を高める
建設取り組みなど、社会課題の解決に向けた取り組みについても触れています。海外展開におい
ても価格競争ではなく信頼性やサービス面での差別化を重視する姿勢を示しています。当社は
今後も業界の発展と社会課題の解決に積極的に貢献してまいります。

トップインタビュー 2025年8月28日掲載



西尾レントオールは、昨年もご好評いただいた「きみもオペレーター！町のはたらく車ひろば」
を今年も開催いたします。本イベントは「咲洲こどもEXPO」のコンテンツの一つであり、大阪の
未来を担うこどもたちの想像力を育み、こどものチャレンジを応援する地域活性化プロジェクト
です。高所作業車やタイヤショベルなどの建設機械を展示し、こどもたちが間近で見て・触れて
・学べる体験型イベントを実施いたします。また、本年は昨年よりパワーアップし、高所作業車
への乗車体験やアート作成など工夫を凝らした展示や体験を準備中です。こどもから大人まで
どなたでも楽しめるイベントになっていますので、ぜひお越しくださいませ。

イベント 暫定地・遊休地活用

https://www.nishio-rent.co.jp/sakishima/5363/

NISHIOの取り組み・最新情報etc

中期経営計画の詳細については、ニシオホールディングスサイトまたは下記資料をご覧ください。

https://nishio-grp.co.jp/nishio-group/management_plan/

西尾レントオールはLaLa arena TOKYO-BAYの運営業務をレンタルで
サポートいたします
西尾レントオール株式会社は、三井不動産株式会社と株式会社MIXIで設立した株式会社
TOKYO-BAYアリーナマネジメントが企画・運営を行う大型多目的アリーナ『LaLa arena 
TOKYO-BAY（ららアリーナ東京ベイ）』にイベント用資機材のレンタルを通じて参画して
おります。資機材の納品だけでなく、レンタル商品を活用した中長期の施設運営サポートや
企画提案も行っており、暫定利用地や遊休地の施設運営や活用に貢献いたします。

GX

リチウムイオンバッテリー化タイヤローラ「TZ701(改)」がNETISに新規登録
西尾レントオールのグループ会社である新トモエ電機工業と共同開発したリチウムイオン
バッテリー化タイヤローラ「TZ701(改)」がこの度NETISに新規登録されました。
本製品は、酒井重工業社製タイヤローラ「TZ701」をベースに、既存のディーゼルエンジン
をリチウムイオンバッテリーに改造した当社の開発商品です。当 社 は 今 後 も
このような革新的な電動建機の開発を通じて、建設現場の脱炭素化とDX推進に積極的
に貢献してまいります。

日刊建設工業新聞
7月にICT施工『施工講習』起工測量から出来形管理まで学ぶ 関東整備局 2024年6月14日

※西尾レントオールは講習会の講師役として参加

日刊建設工業新聞
建設通信新聞

大規模斜面崩落対策が完成 80人が参加し事業完了を祝う 近畿整備局 2024年6月25日

※砂防堰堤現場の無人化・自動化施工に携わる企業として掲載

日刊建設工業新聞
関東整備局無人化施工講習 応募殺到で追加開催検討 2024年7月1日

※西尾レントオールは講習会の講師役として参加

https://www.nishio-rent.co.jp/ https://twitter.com/anzenkun_nishio

建通新聞 西尾レント R&D国際交流Cでイベント 2024年7月6日
※スタートアップとして新たな挑戦を目指す方々への支援イベントを開催

建通新聞
大阪府 カーボンニュートラル技術実証に13件 2024年7月22日

※大林組FC建機の共同開発企業として掲載

日刊建設工業新聞
建通新聞、建設通信新聞

大阪・関西万博 フィリピン館 「織物」をテーマにした完成イメージ公開＆上棟式実施
2024年7月26日～29日 各社掲載※西尾レントオールは講習会の講師役として参加

https://www.youtube.com/@nishio-rentall https://nol-share.com/
商品紹介動画やCMメイキング

配信アーカイブなど
コンテンツが盛りだくさん！

シェアリングサービスの紹介や
サービスの体験記事など

生活を豊かにする記事を随時掲載！

乗車体験イベント 地域貢献

電動建機 NETIS登録

Yahoo!ニュース

※架装には当社オリジナルデザインのJR貨物コンテナを採用。
20ftコンテナサイズのため、小型で10tトラックでの輸送が可能で
あることが特徴。

万博終了間近に向けて

何か掲載する？？
EX：東京SR、咲洲ロビーのジオラマ

MCH技術を活用した可搬型水素発電ステーションを開発
実用に向け実証実験を開始

GX 脱炭素 カーボンニュートラル

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=539

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=540

10月25日～26日「きみもオペレーター！～町のはたらく車ひろば～」
R&D国際交流センターで開催

西尾レントオールは、株式会社フレイン・エナジーと共同し、建設業界の課題解決
へ向けた新たなエネルギーソリューションとなる可搬型水素発電設備「MCHステーション」
を開発いたしました。本ステーションは、輸送・貯蔵時には水素を取り扱い
やすい液体であるMCH（メチルシクロヘキサン）に転換、使用時に水素を気体
に戻し電力化するまでのフローを一貫して完結させるものです。電源設備が
整っていない工事現場や災害時の非常用電源、イベントなどでの活用を目指し、
2025年内でのフィールド実証を計画中。西尾レントオールは、現場を取り巻く

様々な要素からレンタルで脱炭素を可能に
する手段を模索・実現することで、GXの
推進に貢献してまいります。
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